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衆議院内閣委員会ニュース 

平成 28.3.16 第 190回国会第６号 

 

3月 16日（水）、第６回の委員会が開かれました。 

 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

鈴 木 義 弘君（結集） 

・教育や福祉の分野において、効率的な行政サービスを利

用者に直接提供できるとされる「バウチャー制度」を導

入する意向はあるか。 

・法律の規定が社会の実態と整合しない場合には、法律の

規定を社会の実態に合わせて見直すべきであると考える

が、河野国務大臣の所見を伺いたい。 

・食品の安全基準が国内と国外で異なっている場合には、

情報公開の観点から食品表示などの在り方を工夫する必

要があると考えるが、河野国務大臣の所見を伺いたい。 

 

高 井   崇君（民維ク） 

・昨年 10月の河野国務大臣就任以降、河野国務大臣の部下

の職員が、同大臣の所管する事務に関連して国会議員と

接触した件数及びその接触記録の提出の可否、提出時期

の目途を伺いたい。 

・行政機関における意思決定過程を検証できるようにする

という公文書等の管理に関する法律の趣旨からすれば、

公務員が与党間の協議に参加したような場合であっても

当該接触の記録を保存する必要性があると考えるが、政

府の見解を伺いたい。 

・内閣法制局内で行われている「参与会」の内容に関する

記録は残されているか、伺いたい。 

 

河 野 正 美君（おおさか） 

・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会につ

いて、新国立競技場の再設計や大会エンブレムの問題が

生じているが、これまでの準備状況及び今後の取組につ

いての菅内閣官房長官及び冨岡内閣府副大臣の見解を伺

いたい。 

・いわゆるプレミアム商品券・旅行券の販売事業は厳しい

財政状況の下で実施されたもので、どの程度消費が喚起

され地域経済に影響を与えたのかを詳しく検証する必要

があると考えるが、河野国務大臣の見解を伺いたい。 

・外国人旅行客が増加して国内経済は恩恵を受ける一方で、

旅行客に被害を及ぼす無資格ツアーガイドが問題となっ

ていることから、その実態把握とそれに対する政府の問

題意識を伺いたい。 

 

 

 

１ 内閣の重要政策に関する件、公務員の制度及び給与並びに行政機構に関する件、栄典及び公式制度に関する件、男女

共同参画社会の形成の促進に関する件、国民生活の安定及び向上に関する件及び警察に関する件 

・菅国務大臣、河野国務大臣、島尻国務大臣、冨岡内閣府副大臣、横畠内閣法制局長官及び政府参考人に対し質疑を

行いました。 

２ 国会議事堂、内閣総理大臣官邸その他の国の重要な施設等、外国公館等及び原子力事業所の周辺地域の上空における

小型無人機等の飛行の禁止に関する法律案（第 189回国会衆法第 24号）（参議院送付） 

・提案理由の説明を省略することに協議決定しました。 

・採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

（賛成―自民、民維ク、公明、おおさか、結集 反対―共産） 

３ 子ども・子育て支援法の一部を改正する法律案（内閣提出第 20号） 

・加藤国務大臣から提案理由の説明を聴取しました。 


